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REDD+及び付加価値型森林コーヒー生産・販売
を通じた持続的な森林管理⽀援プロジェクト
付加価値型森林コーヒー生産・販売を通じた

持続的な森林管理⽀援プロジェクト アジスアベバから400km （⾞で 7 時間）

オロミア州
ジンマゾーン
ゲラ郡、シャベソンボ郡

ベレテゲラ森林（州有林: 174,000 ha）
20,000世帯、44村 2003年よりプロジェクト開始（〜2020年9月）

124森林管理グループ（WaBuB）を設⽴

非森林コーヒー地域
57集落（WaBuB）

森林コーヒー地域
67集落（WaBuB)
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Chira (17.8℃, 1760mm)

実施体制作り

国際認証（Rainforest Alliance）の取得

• 2007年から支援開始

• 認証取得のための体制・仕組み作り、生産者への研修等

• 森林保全に配慮したコーヒー産物としてのお墨付き

• 日本企業を中心とした市場の開拓 ジンマへ移動一次加工
脱穀

ハンドピッキング

アジスへ移動

輸出

農家 & WaBuB & 組合

品質向上研修

森林管理研修 認証取得

二次加工
精選

輸出検査

コーヒー業者

消費者
プレミアム

WaBuB森林管理研修

採取

天日乾燥
3-4週間

各農家で
一時保管

組合の
倉庫へ

森林モニタリング

品評会

品質向上研修
年⼀回７組合に実施

品評会
年1回 30WaBuB参加

森林コーヒーによる収益

4年間で延べ 8,480世帯が参加

認証コーヒーによって約1.5倍の増収（全収入の約3割）

4000世帯、200トン以上のポテンシャル
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森林コーヒー認証制度による平均収入(ブル)  

Dry Cherry Premium Beneficiary HHs

平均 2,120世帯
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新たな変化 新たな課題

森林コーヒーの価値を発信

野生コーヒーシンポジウム
＠アジスアベバ（2019年3月）

スペシャルティコーヒー展示会（SCAJ2019)

＠東京ビッグサイト（2019年9月）

森林コーヒーの定義・グレード

品質
味

歴史
カルディ

差別化
付加価値

森林保全
認証

森林コーヒーとしての
本来の価値
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